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年
度
に
大
き
く
増
加
。
旅
行
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
、口
コ
ミ
の
影
響
に
よ
る
。

ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
回
数
は
、

平
成
23
年
の
世
界
自
然
遺
産
登

録
に
よ
り
急
激
に
増
加
し
た
が
、

そ
の
後
は
落
ち
つ
き
つ
つ
あ
る
。

修
学
旅
行
な
ど
の
教
育
旅
行

は
、
近
年
は
下
降
ぎ
み
だ
が
、
平

成
21
年
度
頃
と
比
べ
る
と
高
い

水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

な
雇
用
の
場
の
創
出
が
課
題
で

あ
る
。

観
光
振
興
等　

入
込
客
数
は
、
平
成
22
年
度
ま

で
の
２
万
人
前
後
が
、
平
成
23
年

６
月
の
世
界
自
然
遺
産
登
録
を

機
に
ピ
ー
ク
時
は
４
万
人
近
く

ま
で
増
加
し
、
そ
の
後
落
ち
着
き

を
見
せ
、
平
成
28
年
度
は
前
年
度

か
ら
約
２
割
増
加
し
て
い
る
。

外
国
人
観
光
客
数
は
、
平
成
27

漁
獲
金
額
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

種
類
別
の
漁
獲
量
で
は
、
カ
ジ
キ

類
が
約
４
割
を
占
め
て
い
る
。

産
業
別
就
業
者
数
の
推
移

有
効
求
人
倍
率
は
、
平
成
23
年

度
以
降
上
昇
傾
向
に
あ
る
。
各
年

度
の
求
人
者
数
は
０
～
23
人
、
求

職
者
数
は
、
25
～
48
人
で
あ
り
、

28
年
度
は
、
求
人
18
人
に
対
し
求

職
30
人
で
あ
っ
た
。
引
き
続
き
小

笠
原
諸
島
内
に
お
け
る
魅
力
的

か
ら
本
土
に
転
出
す
る
な
ど
に
よ

る
社
会
減
も
あ
る
。
20
歳
前
後
の

人
口
割
合
は
、
高
等
学
校
卒
業
後

に
本
土
の
大
学
に
進
学
す
る
な
ど

に
よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
。

小
笠
原
村
の
主
な
財
政
指
標

財
政
力
指
数
は
、
全
国（
町
村
）

及
び
東
京
都
島
し
ょ
部
の
水
準
に

比
べ
低
い
状
況
で
あ
る
。
財
政
の

硬
直
化
を
示
す
経
常
収
支
比
率

は
、
全
国（
町
村
）
及
び
東
京
都

島
し
ょ
部
に
比
べ
、
高
い
水
準
で

あ
る
。

産
業
の
状
況

（
農
業
）
農
業
生
産
全
体
の
数
値

は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て
い

る
。
生
産
額
の
約
５
割
を
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
が
占
め
、
次
い

で
ト
マ
ト
・
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
マ
ン

ゴ
ー
、
レ
モ
ン
で
全
体
の
約
７
割

を
占
め
て
い
る
。
近
年
は
パ
ッ

シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
中
心
に
果

樹
の
生
産
額
が
好
調
に
推
移
し

て
い
る
。
今
後
、
主
力
で
あ
る

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
島
内

消
費
、
観
光
客
へ
の
需
要
に
応
え

る
た
め
の
安
定
供
給
や
亜
熱
帯

気
候
を
生
か
し
た
園
芸
農
業
の

振
興
、
高
収
益
作
物
へ
の
転
換
な

ど
が
課
題
で
あ
る
。

（
漁
業
）
水
産
業
の
状
況
で
は
、

人
口
と
高
齢
化
率
の
推
移

小
笠
原
村
の
人
口
は
、
年
少
人

口
と
生
産
年
齢
人
口
の
割
合
が
高

く
、
老
年
人
口
割
合
は
低
く
な
っ

て
い
る
。
高
齢
化
は
全
国
的
な
傾

向
で
あ
る
が
、
平
成
27
年
の
高
齢

化
率（
65
歳
以
上
人
口
の
割
合
）

は
、
全
国
26
・
6
%
に
比
べ
、
小

笠
原
12
・
7
%
と
低
い
。

人
口
は
日
本
復
帰
当
初
か
ら
平

成
７
年
度
ま
で
大
幅
に
増
加
し
、

そ
の
後
は
、
中
長
期
的
に
微
増
傾

向
で
あ
る
。
出
生
率
が
高
い
一
方

で
、
死
亡
率
は
低
い
た
め
自
然
増

が
あ
る
。
し
か
し
、
島
内
で
治
療

で
き
な
い
疾
病
や
生
活
の
不
安
等

目
に
残
さ
れ
た
課
題
を
明
ら
か

に
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

小
笠
原
諸
島
の
現
状
と
課
題

審
議
会
事
務
局
か
ら
は
、
小
笠

原
諸
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
の

変
遷
や
小
笠
原
諸
島
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

信
和
小
笠
原
協
会
会
長
は
、
人

口
目
標
３
，
０
０
０
人
へ
向
け

持
ち
家
率
の
低
い
小
笠
原
諸
島

で
の
住
宅
確
保
や
土
地
活
用
な

ど
具
体
的
方
策
が
必
要
な
こ
と

や
航
空
路
の
年
度
内
に
方
針
を

決
定
す
る
よ
う
意
見
が
あ
っ
た
。

そ
の
他
、
定
住
化
対
策
、
観
光
振

興
、
海
洋
政
策
や
南
海
ト
ラ
フ

対
策
な
ど
活
発
な
審
議
が
な
さ

れ
た
。
小
笠
原
協
会
は
、
国
、
都
、

村
と
協
力
し
、
小
笠
原
諸
島
振

興
に
向
け
、
返
還
50
周
年
の
節

現
在
の
小
笠
原
諸
島
振
興
開

発
特
別
措
置
法
は
平
成
30
年
度

末
を
も
っ
て
期
限
を
迎
え
る
。

そ
の
延
長
等
を
視
野
に
入
れ
て

２
月
13
日
に
同
審
議
会
が
開
催

さ
れ
た
。
審
議
会
に
は
、
あ
き
も

と
国
土
交
通
副
大
臣
が
出
席
し
、

冒
頭
、
返
還
後
の
50
年
で
の
復

興
へ
の
様
々
な
取
組
み
や
世
界

自
然
遺
産
登
録
な
ど
に
触
れ
つ

つ
、
今
後
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震

へ
の
対
応
等
を
も
含
め
、
新
た

な
対
応
に
向
け
十
分
議
論
を
尽

く
す
と
の
ご
挨
拶

が
あ
っ
た
。
森
下

一
男
小
笠
原
村
長

か
ら
は
、
振
興
開

発
事
業
の
成
果
に

よ
り
、
着
実
に
人

口
が
増
加
す
る
一

方
で
、
既
存
施
設

の
老
朽
化
や
手
狭

に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
若
年
人
口
へ

の
対
応
と
し
て
の

保
育
園
、
学
校
の

整
備
等
の
課
題
が

出
て
き
て
い
る
と

の
話
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
航
空
路
に

つ
い
て
は
、
村
民

の
生
活
を
安
定
さ

せ
る
た
め
の
も
の

で
あ
り
、
自
然
環

境
に
配
慮
し
つ
つ

進
め
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
こ
と
を

強
調
し
た
。
渋
井
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き
な
力
と
な
っ
て
い
っ
た
。

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
11
月

15
日　

佐
藤
首
相
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン

大
統
領
の
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議（
１

年
以
内
の
小
笠
原
返
還
が
決
定
）

１
９
６
８（
昭
和
43
）
年
４
月
５

日「
小
笠
原
諸
島
返
還
協
定
」
の

調
印
式（
外
務
省
）
三
木
外
相
と

ジ
ョ
ン
ソ
ン
米
大
使
と
の
間
で
、

返
還
調
印
が
結
ば
れ
た
。

に
墓
参
の
実
現
を
要
望

40
年
３
月
５
日
米
国
政
府
か

ら
墓
参
許
可
の
回
答

⑵　

墓
参
及
び
遺
骨
収
集
活
動

終
戦
後
初
め
て
墓
参
団
が
、

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
5
月

18
日
に
硫
黄
島
に
飛
行
機
で

渡
り
霊
祭
を
行
い
、
そ
の
間
父

島
、
母
島
に
お
い
て
祖
先
墳
墓

に
参
る
こ
と
が
出
来
た
。
こ
の

墓
参
が
返
還
・
帰
島
へ
の
大
き

な
一
歩
と
な
っ
た
。

１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
５

月　

第
一
次
硫
黄
島
墓
参（
日

航
機
）遺
族
代
表
10
人
等
22
人

同
月
第
一
次
小
笠
原
島
墓
参

（
巡
視
船「
宗
谷
」）父
・
母
島

遺
族
代
表
ら
20
人　
　

４　

小
笠
原
諸
島
の
返
還

墓
参
の
実
現
は
、
疎
開
し
て
い

る
島
民
に
喜
び
と
と
も
に
故
郷
へ

の
思
い
を
一
層
強
く
さ
せ
た
。
途

絶
え
か
け
た
返
還
運
動
へ
の
情
熱

を
呼
び
覚
ま
し
、
各
方
面
に
も
大

き
な
波
紋
を
与
え
、
返
還
へ
の
大

２　

幾
多
の
試
練
を
乗
り
越
え

⑴�　
「
小
笠
原
島
帰
郷
促
進
連
盟

結
成
」
１
９
４
７
（
昭
和
22
）

年
７
月　

島
民
大
会（
下
谷
竹

町
小
学
校
で
開
催
、
参
集
者

８
０
０
余
名
）を
開
き
、「
小
笠

原
島
帰
郷
促
進
連
盟
」（
菊
池

虎
彦
委
員
長
）を
結
成
し
た
。

　

�　

米
軍
司
令
部
か
ら
は
、「
今
の

と
こ
ろ
は
日
本
人
の
帰
島
は
認

め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
判
で
押

し
た
よ
う
な
回
答
で
あ
っ
た
。

⑵�　

米
海
軍
の
壁（
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
平
和
条
約
締
結
）

　

�　

１
９
５
２（
昭
和
27
）
年
４

月　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平

和
条
約
締
結
の
結
果
、
小
笠
原

諸
島
は
日
本
の
主
権
の
存
在

を
確
認
。
し
か
し
、
引
き
続
き

米
軍
の
管
理
す
る
と
こ
ろ
と

な
り
、
帰
島
へ
の
一
縷
の
望
み

は
断
ち
切
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

６
０
０
万
ド
ル
の
補
償
金
を
勝

ち
取
る
も
、
こ
の
分
配
を
機
に

連
盟
は
、分
裂
状
態
に
な
っ
た
。

３　

小
笠
原
協
会
の
発
足

分
裂
状
態
に
あ
る
帰
郷
促
進

連
盟
は
、
１
９
６
４（
昭
和
39
）

年
３
月
の
総
会
で
解
散
し
、
財
団

法
人
小
笠
原
協
会（
仮
称
）
を
結

成
す
る
方
針
を
決
議
。
１
９
６
５

（
昭
和
40
）
年
５
月
８
日
福
田
篤

泰
衆
議
院
議
員
を
会
長
と
し
て
新

た
な
帰
島
運
動
を
開
始
し
た
。

⑴　

墓
参
・
返
還

帰
郷
促
進
連
盟
は
、

１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
頃
か

ら
米
国
、
日
本
政
府
、
国
会
等

敗
戦
後
、
連
合
国
軍（
米
軍
）

に
よ
る
小
笠
原
諸
島
占
領
統
治
に

対
し
、
強
制
疎
開
先
で
様
々
な
困

難
を
抱
え
な
が
ら
島
の
返
還
・
帰

郷
運
動
を
進
め
て
き
た
歴
史
の
概

略
を
紹
介
し
ま
す
。

１　

米
軍
に
よ
る
小
笠
原
占
領

終
戦
後
、
１
９
４
６（
昭
和
21
）

年
1
月
連
合
国
軍
は
、
沖
縄
、
奄

美
、
伊
豆
諸
島
、
小
笠
原
諸
島
は

米
国
の
直
接
軍
政
下
に
置
く
と
発

表（
注
、
２
ケ
月
後
伊
豆
は
日
本

の
行
政
下
に
入
っ
た
）。

（
帰
島
運
動
）

１
９
４
６（
昭
和
21
）
年
２
月

菊
池
虎
彦
氏
が
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

司
令
部
に
１
５
０
人
の
第
１
回
帰

島
嘆
願
書
を
提
出
。
当
時
、
足
繁

く
司
令
部
に
出
頭
す
る
も
回
答
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
。

戦
後
の
経
済
混
乱
に
よ
る
日
本

国
内
の
イ
ン
フ
レ
は
益
々
激
し
く

な
り
、
帰
島
で
き
ず
疎
開
し
て
い

る
島
民
達
は
そ
の
日
の
生
活
に
追

わ
れ
て
、
日
一
日
窮
乏
に
陥
っ
て

い
っ
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
小
笠
原
古

謡
の
唄
う
た
い 

“okei
〟　w

ith 

松
井
貴
志　

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
の
後
、

森
下
一
男
小
笠
原
村
長
の
開
会

宣
言
。「
今
日
の
こ
の
場
を
小
笠

原
の
こ
と
を
少
し
で
も
知
っ
て

頂
く
機
会
に
し
て
く
だ
さ
い
」

と
挨
拶
。
続
く
、
返
還
50
周
年

記
念
講
演
で
は
、「H

istory of 
Bonin

」
～
小
笠
原
諸
島
発
見
か

ら
返
還
ま
で
の
歴
史
と
題
し
、
返

還
時
の
貴
重
な
映
像
を
含
め
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
５
月

26
・
27
日
の
土
日
に
同
じ
竹
芝

で
二
年
に
一
度
の「
島
じ
ま
ん

２
０
１
８
」
も
あ
り
ま
す
の
で
期

待
し
て
く
だ
さ
い
。

本
年
も
、
公
益
財
団
法
人
小
笠

原
協
会
と
小
笠
原
村
、
小
笠
原
海

運
株
式
会
社
、
関
係
者
が
協
力
し

て
小
笠
原
島
訪
問
・
交
流
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
す
。
期
間
は
10
月
31

日（
水
）竹
芝
発
～
11
月
５
日（
月
）

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
１
７
６
人
の
大
交
流

ツ
ア
ー
に
な
り
ま
し
た
。
雨
は
残

念
で
し
た
が
島
の
皆
様
の
熱
烈
な

歓
迎
や
村
祭
り
に
、
参
加
者
か
ら

大
好
評
を
頂
き
ま
し
た
。

今
年
の
企
画
詳
細
は
次
号
７
月

１
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

平
成
30
年
２
月
12
日
㈪
竹
芝
客

船
タ
ー
ミ
ナ
ル
第
２
待
合
所
に
お

い
て
小
笠
原
村
観
光
局
主
催
の

「
小
笠
原
Ｄ
Ａ
Ｙ
２
０
１
８
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
開
会
30
分
前
か
ら
列

が
で
き
、
第
２
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

が
満
員
の
大
盛
況
で
し
た
。

今
年
は
、
前
日
に
お
が
さ
わ
ら

丸
が
入
港
し
て
お
り
、
小
笠
原
と

ま
と
や
レ
モ
ン
な
ど
特
産
品
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
小
笠
原
協
会
は
、
昨
年
に
引

き
続
き「
硫
黄
島
」
中
心
に
パ
ネ

ル
の
展
示
を
し
ま
し
た
。
今
年

は
、
小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
の

佳
節
で
あ
り
、
小
笠
原
協
会
の
前

身
で
あ
る
小
笠
原
島
帰
郷
促
進
連

盟
の
返
還
運
動
の
歴
史
や
返
還
式

典
の
内
容
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

の
皆
様
か
ら
は
、
返
還
50
周
年
を

慶
祝
す
る
お
言
葉
と
と
も
に
、
長

年
の
悲
願
で
あ
る
小
笠
原
航
空
路

実
現
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
最
後
に
、
小
笠
原
古
謡
の
謡

手
で
あ
る
ｏ
ｋ
ｅ
ｉ
さ
ん
を
中
心

に
全
員
で「
レ
モ
ン
林
」
の
大
合

唱
。
心
温
ま
る
新
年
会
が
で
き
ま

し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
江
戸
時
代
の

欧
米
系
の
定
住
者
か
ら
始
ま
り
太

平
洋
戦
争
の
激
戦
地
、
米
国
の
占

領
統
治
な
ど
数
奇
な
運
命
を
た
ど

る
小
笠
原
諸
島
の
歴
史
や
周
辺
海

域
を
含
む
海
洋
資
源
の
保
全
な
ど

諸
島
の
役
割
と
重
要
性
な
ど
が
紹

介
さ
れ
ま
す
。
続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
返
還
50
年

を
経
た
小
笠
原
の
産
業
や
、
生
活

面
な
ど
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
今
後
の
小
笠
原
の
一
層

の
振
興
を
展
望
し
ま
す
。

問
合
せ
先
：
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
事
務
局

［
☎
］ 

０
３
︱
６
８
０
４
︱
１
３
４
６

［e-m
ail

］�ogasaw
ara@

astem
-

co.co.jp

入
場
無
料 

※
事
前
申
込
制

※
申
込
期
間

４
月
９
日（
月
）～
５
月
９
日（
水
）

平
成
30
年
協
会
主
催
の
新
年
会

が
１
月
17
日
新
宿
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
の
意

義
深
い
年
と
い
う
事
で
、
ご
多
忙

の
中
、
今
村
雅
弘
前
復
興
大
臣
・

衆
議
院
議
員
、
三
宅
正
彦
東
京
都

議
会
議
員
、
小
笠
原
村
の
森
下
一

男
村
長
、
池
田
望
村
議
会
議
長
、

国
土
交
通
省
野
村
正
史
国
土
政
策

局
長
、
同
省
北
村
知
久
大
臣
官
房

審
議
官
、
東
京
都
総
務
局
長
代
理

等
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
昨
年
を

上
回
る
48
名
の
皆
さ
ま
で
新
年
の

出
発
を
祝
い
ま
し
た
。

当
協
会
の
渋
井
信
和
会
長
か
ら

は
返
還
50
周
年
を
迎
え
、
残
さ
れ

た
課
題
へ
の
対
応
に
向
け
て
の

国
、
都
、
村
へ
の
ご
協
力
へ
の
決

意
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
ご
来
賓

東
京
都
主
催（
実
施
：
小
笠
原

支
庁
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
、
小

笠
原
村
共
催
、
国
土
交
通
省
後
援

で
、
５
月
24
日
㈭
13
時
～
17
時
東

京
都
議
会
議
事
堂
内
の
都
民
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

協
会
主
催 

新
年
会

２
０
１
８
小
笠
原
島
訪
問
・
交
流
ツ
ア
ー
予
定

返
還
50
周
年
記
念
特
集
　「
返
還
運
動
の
歴
史
」

「
小
笠
原
Ｄ
Ａ
Ｙ
２
０
１
８
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た

小
笠
原
諸
島
返
還
50
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

�

（
ご
案
内
）

調印式

硫黄島第一回墓参

協会の支部

慰霊祭 「宗谷」

協会パンフ

福田篤泰初代会長
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常
務
理
事
と
私
の
関
わ
り
は
、

平
成
16
年
8
月
か
ら
21
年
8
月
ま

で
の
４
年
余
り
で
、
週
1
回
以
上

は
必
ず
協
会
に
顔
を
出
さ
れ
、
急

ぎ
の
場
合
は
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
ご
相
談
し
指
示
を
お
受
け
し
ま

し
た
。

お
人
柄
は
物
静
か
で
温
厚
、
私

に
ま
で
そ
の
オ
ー
ラ
が
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
私
が
慌
て
て
い
た

り
、
気
を
揉
ん
で
い
る
時
で
も
泰

然
自
若
と
し
て
お
り
冷
静
な
判
断

が
で
き
る
方
で
し
た
。

支
庁
長
時
代
の
話
は
、
決
ま
っ

て
小
笠
原
村
総
合
計
画
策
定
時
の

こ
と
で
し
た
。「
小
笠
原
は
豊
か

な
自
然
と
世
界
で
も
稀
な
固
有
種

が
多
い
島
で
あ
る
。
ま
た
、
太
平

洋
戦
争
の
類
い
ま
れ
な
る
激
戦
地

で
あ
り
、
硫
黄
島
の
戦
跡
を
世
界

の
人
々
に
知
ら
せ
る
べ
き
だ
。」

と
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

二
つ
を
売
り
に
小
笠
原
の
観
光
を

育
て
、
平
和
の
尊
さ
を
後
世
に
伝

え
る
べ
き
で
あ
る
と
。

そ
の
お
話
の
時
の
目
は
生
き
生

き
と
輝
き
、
饒
舌
で
し
た
。

ご
高
齢
に
な
ら
れ
て
か
ら
も
書

道
を
さ
れ
、
特
に
楷
書
体
は
、
柔

ら
か
味
の
あ
る
素
直
さ
が
感
じ
ら

れ
る
行
書
に
近
い
書
体
で
し
た
。

ま
た
、
ご
幼
少
の
こ
ろ
洲
崎
飛
行

場
前
の
磯
浜
で
遊
ん
だ
話
を
良
く

さ
れ
ま
し
た
。
よ
ほ
ど
楽
し
い
思

い
出
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

協
会
で
は
理
事
会
等
の
司
会

を
さ
れ
様
々
な
意
見
を
要
領
よ

く
纏
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
さ

れ
て
い
た
姿
が
目
に
浮
か
び
ま

す
。
こ
の
度
の
ご
逝
去
の
悲
報
に

心
か
ら
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
元
小
笠
原
支
庁
長
。
昭
和
62
年

6
月
～
平
成
25
年
4
月
当
協
会

理
事
。
平
成
９
年
４
月
か
ら
常
任

理
事
。
平
成
29
年
12
月
25
日
ご
逝

去
。
享
年
90
歳
）

小
笠
原
協
会
の
天
野
元
常
任
理

事
の
ご
逝
去
の
報
を
受
け
、
持
病

も
な
く
健
康
な
方
と
思
っ
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
た
だ
驚
い
て
い
る

次
第
で
す
。
私
も
常
任
理
事
の
お

名
前
は
、
小
笠
原
支
庁
長
を
さ
れ

て
い
た
こ
ろ
か
ら
存
じ
あ
げ
て
お

り
ま
し
た
。

昭
和
63
年
6
月
か
ら
平
成
25
年

4
月
ま
で
の
間
25
年
余
り
に
渡
り

協
会
の
理
事
と
し
て
協
会
運
営
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

アイランダー21017　小笠原諸島・硫黄島　クイズ・アンケート集計結果

天
野
厚
生
常
任
理
事
を
悼
む

�

元
事
務
局
長
　
佐
藤
　
茂
美
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アイランダー 2017 の模様については、本紙 1 月1日号
でお知らせしたとおりです。

今号では、その際のクイズ・アンケートの結果をお知らせ
します。636 人という多くの方が回答してくださいました。

パネル展示をご覧頂いてのクイズですので、小笠原諸島
の人口等のクイズの正解率は高くなっています。

今年は、小笠原諸島返還 50 周年という記念すべき年で
すので、少し難しい質問にも挑戦して頂きました。また、「強
制疎開」などについて知っていたかどうかについては、これ
までの認識を伺うものですが、強制疎開の事実や今でも硫
黄島に帰島できないことなどが認知度が低いようでした。な
お、引き続き竹芝の第 2 客船ターミナルで強制疎開や硫黄
島についてのパネルを展示しています。

１　返還時期について
小笠原諸島は、戦後 23 年たった昭和 43 年 6 月に

ようやく米国から返還されました。正解率は、85% でし
た。

２　小笠原諸島（硫黄島を含む）の人口について
現在の人口は父島、母島で約 2,600 人ですが、正

解率は 77% でした。戦前は 7,700 人の島民が住んで
いましたが、戦前の人口についての正解率は 60% で
した。戦前は、現在の人口の 3 倍という多くの人が住
んでいました。

小笠原諸島の現在の人口

戦前の人口

３　強制疎開について
戦時中の昭和 19 年に小笠原諸島の島民は、全員

（一部軍事徴用を除き）内地に強制的に疎開させら
れ、昭和 43 年 6 月の返還まで帰島を許されませんで
した。また、硫黄島には 1,100 人の人が住んでいまし
たが、現在も帰島が許されていません。

強制疎開の事実を知っていた人は 51%。硫黄島の
旧島民が今も帰島を許されないことを知っている人は
47%と半数以下でした。

強制疎開の事実

硫黄島に今も帰れないこと

４　硫黄島に定住困難とされる理由
昭和 59 年、国は小笠原諸島振興審議会の意見

具申に基づいて、島民の帰島・定住困難の方針を出
しました。国が理由としているのは、次の①と②です。

複数回答では、①火山活動（419 人）と②産業
成立の困難（277 人）ですが、③残された多くの遺骨

（149 人）④多くの不発弾（234 人）となりました。

定住困難とされる理由

５　戦没者と遺骨収集の状況
硫黄島では、２万人強の日本兵等と、7,000 人弱の

アメリカ兵が戦死しています。日本の戦没者の数に対
する正解は、75% でした。また日本人の遺骨収集の
状況は、1 万柱強ですが、正解率は 66% でした。

収集された遺骨

日本人の戦死者数
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①
戦
後す
ぐの

　
昭
和
20（
19
45
）年

②
昭
和
35（
19
60
）年

③
昭
和
43（
19
68
）年

④
昭
和
53（
19
78
）年

①知っている 
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②知らなか

47%53%
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摺鉢山はパイプ山と呼ばれる。空の雲や水蒸気がパイプの煙のように
なっていた� 写真　渡邉英昭 氏

◀硫黄島　未明の海上から臨む

釜岩から見た擂鉢山はのどかで、ピクニックが似合う山である。
墓参時に撮影されたもの

▼硫黄島　擂鉢山 （すりばちやま）
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▼
法
人
特
別
賛
助
会
費

▽
五
口

　

㈱
ト
マ
ッ
ク

▽
二
口

　

小
笠
原
海
運
㈱

▼
個
人
特
別
賛
助
会
費

▽
一
口

　

松
下　
　

操　
　

中
村　

美
幸　
　

小
谷　

弘
夫

　

有
松
佐
知
子　
　

永
阪　
　

彰　
　

杉
山　

真
也

　

水
田
佳
代
子　
　

石
川　

博
久　
　

三
浦　

和
夫

　

中
島　

邦
夫　
　

久
保
寺
博
久　
　

手
塚　

年
章

▼
新
規
入
会
者

▽
四
口

　

秋
山　

俊
行

▽
一
口

　

杉
田　

裕
志　
　

夏
野　

葉
月　
　

高
原　
　

勝

　

高
原　

恭
子　
　

秋
川　

貴
子　
　

菊
池　

忠
彦

　

谷
口　

哲
己　
　

片
倉　
　

都　
　

弓
野
よ
し
江

　

真
木
久
美
子　
　

徳
重　

明
子　
　

小
倉　

圭
二

　

西
岡　

欣
哉　
　

河
原　

勇
樹　
　

牧
野　
　

章

　

牧
野
と
し
子　
　

杉
本　

晃
康　
　

杉
本　

友
香

　

石
井　

靖
英　
　

岩
井
孝
太
郎　
　

安
藤　

照
康

　

土
門　

寛
子　
　

花
木　

祐
介　
　

花
木
未
知
留

　

鹿
木　

宣
宏　
　

宮
澤　

友
希　
　

上
野　

真
一

　

熊
沢　

純
也　
　

坂
本　

壽
佳　
　

田
岡　

克
己

　

斉
藤　

忠
博

▼
寄
付
金

▽
平
成
30
年
新
年
号
広
告

（
三
万
円
）

　

五
洋
建
設
㈱

　

㈱
ト
マ
ッ
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㈱

皆
様あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

～
平
成
30
年
２
月
28
日
ま
で

訃
　
　
報

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

�

申
し
上
げ
ま
す
。

松
岡　

貞
雄 

様�

98
歳

�

平
成
29
年
11
月
８
日
ご
逝
去

�

母
島
出
身

荒
籾　

一
郎 

様�

96
歳

�

平
成
29
年
４
月
1
日
ご
逝
去

�

大
村
出
身

山
田　

喜
代
子 

様�

89
歳

�

平
成
30
年
１
月
20
日
ご
逝
去

�

大
村
出
身

川
合　

芳
範 

様�

86
歳

�

平
成
30
年
１
月
28
日
ご
逝
去

�

母
島
出
身

天
野　

厚
生 

様�

90
歳

�

平
成
29
年
12
月
25
日
ご
逝
去

�

父
島
出
身

平成30年 3月 1日現在
（　）内は前年同月

住民基本台帳登録者数
○世　帯� 1,503 世帯

　（1,492世帯）
　
　父　島� 1,227 世帯

 （1,223 世帯）
　
　母　島� 276世帯

（269世帯）

○人　口� 2,647 人
（2,600 人）

　
　父　島� 2,165 人

（2,127 人）
　
　母　島� 482人

（473人）

平成30年 3月気象状況
（　）内は前年同月（父島）

最高気温� 23.6 ℃
（23.2 ℃）

最低気温� 11.6 ℃
（11.7 ℃）

平均気温� 18.1 ℃
（17.5 ℃）

平均湿度� 71 ％
（62 ％）

月降水量� 49.5 ㎜
（56.0 ㎜）

（気象庁　ホームページ）

平成30年 2月中の來島者数
（　）内は前年同月（父島）

定期船� 2,477 人
（2,885 人）

観光船� 0人
（0人）

証
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
「
お
が
さ
わ
ら
丸
」
ご
利

用
の
際
の
割
引
証
明
の
手
続
き
が

簡
単
に
な
り
ま
し
た
。
小
笠
原
海

運
で
お
が
さ
わ
ら
丸
の
乗
船
予
約

を
さ
れ
る
際
に
、
賛
助
会
員
証
を

フ
ァ
ッ
ク
ス
さ
れ
る
か
、
写
し
を

郵
送
す
る
こ
と
で
、
割
引
証
明
に

な
り
ま
す
。

30
年
度
賛
助
会
員
更
新
手
続
き

平
成
30
年
度
の
賛
助
会
員
更
新

の
手
続
き
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現

在
、
会
費
納
付
書
（
振
込
書
）
を

お
送
り
し
て
い
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
30

年
度
の
個
人
賛
助
会
員
証
に
つ
き

ま
し
て
は
、
納
金
が
確
認
出
来
次

第
お
送
り
し
ま
す
。

な
お
、旧
島
民
及
び
関
係
者（
ご

子
孫
、
配
偶
者
等
）
の
方
は
、
お

が
さ
わ
ら
丸
の
割
引
対
象
で
す
。

割
引
証
明
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、

従
来
通
り
小
笠
原
協
会
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。

賛
助
会
員
の
皆
様
に
は
、
大
変

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
協

会
は
、
小
笠
原
諸
島
の
旧
島
民
の

方
々
の
帰
島
支
援
や
機
関
紙
等
の

発
行
、
交
流
ツ
ア
ー
開
催
、
イ
ベ

ン
ト
出
展
な
ど
に
よ
り
広
く
全
国

の
皆
様
の
小
笠
原
諸
島
へ
の
ご
理

解
を
求
め
、
小
笠
原
村
の
振
興
支

援
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
活
動
は
賛
助
会
員
の
皆
様

方
の
会
費
収
入
に
支
え
ら
れ
て
お

り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
皆
様
に
も
、
小

笠
原
フ
ァ
ン
づ
く
り
と
協
会
の
活

動
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

賛
助
会
へ
の
ご
入
会
を
お
願
い
し

ま
す
。
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
頂
く
か
、
お
電
話
い
た
だ

け
れ
ば
、
入
会
申
込
書
を
送
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

割
引
き
証
明
に
つ
い
て

昨
年
８
月
か
ら
、
個
人
賛
助
会

員
の
皆
さ
ま
に
は
、「
賛
助
会
員

本
に
よ
る
統
治
を
了
承
し
た
欧
米

人
の
一
人
で
あ
る
」
ま
た
、「
こ

の
小
笠
原
諸
島
の
歴
史
は
、
正
に

激
動
の
連
続
で
あ
り
、
そ
こ
で
暮

ら
し
て
い
た
人
々
は
、
時
代
の
移

り
変
わ
り
の
中
で
翻
弄
さ
れ
、
特

異
な
経
験
を
余
儀
な
く
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
。（
中
略
）
全
員
が

日
本
国
国
民
と
な
る
こ
と
を
選
択

し
、
そ
の
後
幾
多
の
難
が
続
い
た

本
書
は
、
小
笠
原
諸
島
返
還
50

周
年
を
記
念
し
、
小
笠
原
諸
島
の

初
期
定
住
か
ら
今
日
ま
で
を
描
い

て
い
る
。

編
著
者
セ
ー
ボ
レ
ー
孝
氏
（
小

笠
原
村
総
務
課
長
）
は
、
無
人
島

で
あ
っ
た
小
笠
原
諸
島
の
父
島
に

最
初
に
移
住
し
た
ナ
サ
ニ
ェ
ル
・

セ
ー
ボ
レ
ー
の
子
孫
で
あ
る
。
本

書
の
中
で
は
、「
ナ
サ
ニ
ェ
ル
・

セ
ー
ボ
レ
ー
の
長
男
で
著
者
の
曾

祖
父
の
ホ
ー
レ
ス
・
セ
ー
ボ
レ
ー

は
父
島
二
見
港
内
に
停
泊
し
て
い

た
明
治
丸
に
召
集
さ
れ
、
明
治
政

府
に
よ
る
小
笠
原
の
再
開
拓
と
日

が
、島
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、代
々

島
で
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
」
と

あ
る
。
編
著
者
自
身
が
米
軍
占
領

統
治
下
で
の
暮
ら
し
を
体
験
し
て

お
り
、
ま
さ
に
特
異
な
経
験
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
一
人
で
あ
る
。
本

書
で
は
、
写
真
を
豊
富
に
使
う
と

と
も
に
、
併
せ
て
小
笠
原
協
会
と

共
同
で
、
強
制
疎
開
、
返
還
運
動

の
記
録
を
掲
載
し
て
い
る
。

小
笠
原
協
会
賛
助
会
入
会
の
お
願
い

小
笠
原
の
フ
ァ
ン
を
増
や
そ
う

本
誌
特
集 

第
63
号
「
小
笠
原
今
昔
」ご
紹
介

（威臨丸：国立国会図書館）

敬称は略させていただきます。
万が一、未掲載の失礼がありましたら次号掲載
しますのでご一報ください� （掲載順不同）

さあ ! 母島へ行こう
　　母島への航路（ホエールライン）
　母島は父島の南約50kmに位置しその広さは約
21k㎡です。島の中央に乳房山（463m）があり島
の周囲は58kmあります。母島を観光される方は、
下記の時刻表でぜひ訪島してください。   
� （平成30年4月～30年9月）

小 笠 原 航 路 時 刻 表
（平成30年4月～30年9月）

ハートロック（千尋岩）　

沖港

運航月
時   刻

おがさわら丸
父島入港日

おがさわら丸
父島入港の翌日

おがさわら丸
父島出港日

おがさわら丸
父島入出港日 その他の日 運休日

運　
航　
時　
刻

父島
出港

12:00 4/17,  
4/23 は　　　　　　　　
12:30

5/3、
7/26、
8/2、
8/9、

8/16、
8/23 は

7:30 7:30 13:30   
(14:00)

7:30

　

 母島
入港 14:00 14:30 9:30 9:30

15:30
(16:00) 9:30

母島
出港

7/11 は　
15:00

14:00 15:00 12:00 10:30    
（10:00）

16:00 14:00

父島
入港 17:00 16:00 17:00 14:00

12:30    
(12:00) 18:00 16:00

運　　　　　
行　　　　　
月　　　　　
日

H30   
4 月

4 ㈬ 5 ㈭ 1 ㈰ 3 ㈫ 6 ㈮ 2 ㈪
11 ㈬ 12 ㈭ 7 ㈯ 9 ㈪ 10 ㈫ 13 ㈮ 8 ㈰
17 ㈫ 18 ㈬ 14 ㈯ 16 ㈪ 19 ㈭ 15 ㈰
23 ㈪ 24 ㈫ 20 ㈮ 22 ㈰ 25 ㈬ 21 ㈯ 25 ㈬

26 ㈭ 29 ㈰ 28 ㈯ 30 ㈪ 27 ㈮

5 月

3 ㈭ 2 ㈬ 1 ㈫ 4 ㈮
8 ㈫ 9 ㈬ 11 ㈮ 5 ㈯ 7 ㈪ 10 ㈭ 6 ㈰ 12 ㈯

14 ㈪ 15 ㈫ 17 ㈭ 13 ㈰ 16 ㈬ 18 ㈮
20 ㈰ 21 ㈪ 23 ㈬ 19 ㈯ 22 ㈫ 24 ㈭
26 ㈯ 27 ㈰ 29 ㈫ 25 ㈮ 28 ㈪ 31 ㈭ 30 ㈬

6 月

2 ㈯ 3 ㈰ 5 ㈫ 1 ㈮ 4 ㈪ 7 ㈭ 6 ㈬
8 ㈮ 9 ㈯ 12 ㈫ 14 ㈭ 10 ㈰ 11 ㈪ 13 ㈬

16 ㈯ 17 ㈰ 19 ㈫ 21 ㈭ 15 ㈮ 18 ㈪ 20 ㈬
23 ㈯ 24 ㈰ 26 ㈫ 28 ㈭ 22 ㈮ 25 ㈪ 27 ㈬
29 ㈮ 30 ㈯

7 月

5 ㈭ 6 ㈮ 2 ㈪ 1 ㈰ 4 ㈬ 7 ㈯ 3 ㈫
11 ㈬ 8 ㈰ 10 ㈫ 10 ㈫ 13 ㈮ 9 ㈪
15 ㈰ 16 ㈪ 12 ㈭ 14 ㈯ 17 ㈫ 13 ㈮

18 ㈬ 21 ㈯ 20 ㈮ 23 ㈪ 24 ㈫ 19 ㈭ 22 ㈰
26 ㈭ 25 ㈬ 27 ㈮

28 ㈯ 30 ㈪ 31 ㈫ 29 ㈰

8 月

2 ㈭ 1 ㈬ 3 ㈮
4 ㈯ 6 ㈪ 7 ㈫ 5 ㈰

9 ㈭ 8 ㈬ 10 ㈮
11 ㈯ 13 ㈪ 14 ㈫ 12 ㈰

16 ㈭ 15 ㈬ 17 ㈮
18 ㈯ 20 ㈪ 21 ㈫ 19 ㈰

26 ㈰ 23 ㈭ 22 ㈬ 25 ㈯ 24 ㈮
27 ㈪ 29 ㈬ 28 ㈫ 31 ㈮ 30 ㈭

9 月

2 ㈰ 3 ㈪ 5 ㈬ (   ) の時刻で
運行

5/2、7/25、
8/1、8/8、

8/15、8/22

1 ㈯ 4 ㈫ 7 ㈮ 6 ㈭
9 ㈰ 10 ㈪ 12 ㈬ 8 ㈯ 11 ㈫ 14 ㈮ 13 ㈭

15 ㈯ 16 ㈰ 18 ㈫ 14 ㈮ 17 ㈪ 20 ㈭ 19 ㈬
22 ㈯ 23 ㈰ 25 ㈫ 21 ㈮ 24 ㈪ 26 ㈬
29 ㈯ 30 ㈰ 27 ㈭ 28 ㈮

◎問い合わせ先　伊豆諸島開発株式会社　☎ 03-3455-3090

運航月
時　刻

東京発 父島着
泊 父島泊 父島泊 父島発 東京着

父島泊数
11:00 11:00 ─ ─ 15:30 15:30

４ 　月

3 ㈫ 4 ㈬ 5 ㈭ 6 ㈮ 7 ㈯ 8 ㈰

３　泊
10 ㈫ 11 ㈬ 12 ㈭ 13 ㈮ 14 ㈯ 15 ㈰

※ 1�  16 ㈪ 17 ㈫ 18 ㈬ 19 ㈭ 20 ㈮ 21 ㈯
※ 2�  22 ㈰ 23 ㈪ 24 ㈫ 25 ㈬ 26 ㈭ 27 ㈮

28 ㈯ 29 ㈰ ― ― 29 ㈰ 30 ㈪
父島折り返し

５ 　月

1 ㈫ 2 ㈬ ― ― 2 ㈬ 3 ㈭
4 ㈮ 5 ㈯ ― ― 5 ㈯ 6 ㈰
7 ㈪ 8 ㈫ 9 ㈬ 10 ㈭ 11 ㈮ 12 ㈯

３　泊
13 ㈰ 14 ㈪ 15 ㈫ 16 ㈬ 17 ㈭ 18 ㈮

※ 3�  19 ㈯ 20 ㈰ 21 ㈪ 22 ㈫ 23 ㈬ 24 ㈭
25 ㈮ 26 ㈯ 27 ㈰ 28 ㈪ 29 ㈫ 30 ㈬

６ 　月

1 ㈮ 2 ㈯ 3 ㈰ 4 ㈪ 5 ㈫ 6 ㈬
※ 4�  7 ㈭ 8 ㈮ 9 ㈯　10 ㈰　11 ㈪ 12 ㈫ 13 ㈬ ４　泊

15 ㈮ 16 ㈯ 17 ㈰ 18 ㈪ 19 ㈫ 20 ㈬

３　泊
※ 5�  22 ㈮ 23 ㈯ 24 ㈰ 25 ㈪ 26 ㈫ 27 ㈬

28 ㈭ 29 ㈮ 30 ㈯ 7/1 ㈰ 7/2 ㈪ 7/3 ㈫

７ 　月

4 ㈬ 5 ㈭ 6 ㈮ 7 ㈯ 8 ㈰ 9 ㈪
※６�  10 ㈫ 11 ㈬ ― ― 12 ㈭ 13 ㈮ １　泊

14 ㈯ 15 ㈰ 16 ㈪ 17 ㈫ 18 ㈬ 19 ㈭ ３　泊
20 ㈮ 21 ㈯ ― ― 21 ㈯ 22 ㈰

父島折り返し

24 ㈫ 25 ㈬ ― ― 25 ㈬ 26 ㈭
27 ㈮ 28 ㈯ ― ― 28 ㈯ 29 ㈰
31 ㈫ 8/1 ㈬ ― ― 8/1 ㈬ 8/2 ㈭

８ 　月

3 ㈮ 4 ㈯ ― ― 4 ㈯ 5 ㈰
7 ㈫ 8 ㈬ ― ― 8 ㈬ 9 ㈭

10 ㈮ 11 ㈯ ― ― 11 ㈯ 12 ㈰
14 ㈫ 15 ㈬ ― ― 15 ㈬ 16 ㈭
17 ㈮ 18 ㈯ ― ― 18 ㈯ 19 ㈰
21 ㈫ 22 ㈬ ― ― 22 ㈬ 23 ㈭
25 ㈯ 26 ㈰ 27 ㈪ 28 ㈫ 29 ㈬ 30 ㈬

３　泊
９ 　月

1 ㈯ 2 ㈰ 3 ㈪ 4 ㈫ 5 ㈬ 6 ㈭
8 ㈯ 9 ㈰ 10 ㈪ 11 ㈫ 12 ㈬ 13 ㈭

14 ㈮ 15 ㈯ 16 ㈰ 17 ㈪ 18 ㈫ 19 ㈬
21 ㈮ 22 ㈯ 23 ㈰ 24 ㈪ 25 ㈫ 26 ㈬
28 ㈮ 29 ㈯ 30 ㈰ 10/1 ㈪ 10/2 ㈫ 10/3 ㈬

※１・２　久里浜寄港便。父島着、東京着ともに 40分遅延到着。
※３　館山寄港便。父島着、東京着ともに 40分遅延到着。
※４　父島４泊
※５　八丈島寄港便。往路東京発１０：００・父島１０：４０着。復路東京着１６：１０。
※６　父島１泊

◎問い合わせ先　小笠原海運株式会社　☎ 03-3451-5171


